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（様式4-2）収支計画グラフ

年度ごとの推定修繕工事費
を表しています。

推定修繕工事費の累計額の
推移を表しています。

修繕積立金の次年度繰越金
の推移を表しています。

現行修繕積立金の累計額の
推移を表しています。

（１００円/㎡）
改定修繕積立金の累計額の

推移を表しています。
（均等積立・現行の２.３７倍）

（２３７円/㎡）

（ 現行100円/㎡ 改定均等積立237円/㎡ 改定段階増額140→221→385円/㎡ ）

２回目

大規模修繕工事

３回目

大規模修繕工事

エレベーター

制御リニューアル

給排水設備

配管更新工事
機械式駐車場

リニューアル

他設備工事

玄関ドア

カバー工法

改定修繕積立金の累計額の

推移を表しています。
（段階増額・現行の１.４倍）

①（１４０円/㎡）

改定修繕積立金の累計額の

推移を表しています。

（段階増額・現行の２.２１倍）

②（２２１円/㎡）

改定修繕積立金の累計額の

推移を表しています。

（段階増額・現行の３.８５倍）

③（３８５円/㎡）

②の改定後③の改定を行わなかった場合、工

事費累計約19,200万に対し、積立金累計が約

15,680万となり3,520万不足となる。このため、

一時金として、88万/戸の負担が発生する。

Ⓐ

Ⓒ

Ⓑ

Ⓐ均等積立方式 Ⓑ段階増額方式 Ⓒ一時金方式


